



A Consideration to Souzou Kurahashi's Fundamental Thinking :
From the Perspective of his Christian View of Children Trough
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29）しばしば「日本のフレーベル」と紹介される倉橋だが、もしも彼のフレーベル観に従うならば、そのフレー
ベルは“大教育者”としてのフレーベルではなく、「馬鹿じいさん」や「キンダ ・ーフロイント」としてのフレー
ベルでなければならない。したがって、倉橋を「日本のフレーベル」と呼ぼうとするならば、私たちは「日
本の“馬鹿じいさん”」や「日本の“キンダー・フロイント”」という意味で呼ばなければならないのであり、
間違っても「日本の大教育学者」という意味で言ってはいけないことになる。
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